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The basic research information of YOHKOH-GIJYUKU, 
the first elementary school in Fukuroi in the Meりi era;vol.3 
小栗 勝也＊ 
Katsuya 0GURI 
掲載資料の解説 
本稿では、「表4 用行義塾塾生の出席状況及び日別情
報の一覧～普通の塾生②」、「表 5 用行義塾塾生の出席
状況集計」、「表6 用行義塾塾生の時間別出席状況」の 3 
つのデータを掲載する。「表 5] の下に掲げた「図1」は、 
「表 5j の合計値をグラフ化し、1日当りの出席者合計数
を概観し易いように示したものであり、新しいデータでは
ない。 
「表4J は「普通の塾生」の残り 30 名ほどについでま
とめたものである。ここでも「表 3」と同様に、史料の誤
記ではないかと思われる者、及び、誰と間違えているのか
が判然としない例が 4 人分あり、そのような人物には欄外
左の数字に括弧を付けた。 
なお、山本三平は束惰を収めた明らかな塾生であるが、 
10 月初旬に当直を 4 回務めた直後に塾を去っている。僅
かにしか用行義塾に関係していない塾生ではあるが、当直
を経験した塾生という意味で、本来は「表 2」にまとめた 
「特別の塾生」に彼も含めるぺきであった。作表を終えた
後にそのことに気付いたので、今回は表を作り直す煩雑さ
を略させて頂くことにして、彼を表4の中に含めたままで
掲出した。御寛恕の程をお願い申し上げる次第である。 
「表5 」は、「表 2] ～「表4j までに記した塾生の出
席状況を一覧にまとめたものである。0印を付けた日ごと
の出席数の合計値を示している凸但し、特に断りが無い限
り、表2の0印の数の中には、塾生ではなく用務員であっ
たと推測される日向謹作の数も含まれている。塾生だけの
出席状況データにしたい場合には、日向の分はすぺで除外
する必要があるので、注意して頂きたい。 
「図1」は「表5] の0の数の合計、すなわちその日の
出席者合計数をグラフ化したもので、1日当りの登校塾生
数を概観できる。初期の頃は数名であったものが、やがて 
20 程になり、さらに 25名程になった後、10 月中旬以降は 
15 名前後で推移していることが分かる。また、多い日で 
2015年 2月 26 日受理 
幸総合情報学部人間情報デザイン学科  
も 3｛〕人を超えていないこともわかる。用行義塾の運用実
態が窺える基本材料となろう。 
「表6] は、史料「四」と史料「二」の出席者情報の中
に、時刻が記入されている記録だけを抽出して、先生と塾
生及び日向謹作の出席出勤時間を示したものである。用行
義塾の時間割表では朝 8時から始まり、夜 10 時まで授業
が用意されている（「用行義塾教則ならびに規則」〈『袋井市
史・史料編四』299 頁〉）。ニの間で、登校時間が分かってい
る塾生を時間別にまとめてある。 
残念ながら 7 月分が殆どで、情報量は多くないが、それ
でも用行義塾の実態に更に近づける貴重なデータである。 
前出「表5j から1日当りの塾生は最大でも 30 名を超え
ないことが分かるが、その塾生たちは必ずしも同じ時間に
登校していた訳ではないことが、ここから分かる。すなわ
ち、時間単位で見ると、共に勉強している塾生の数は更に
少女くなる。もつとも 7 月 21目以降のように 10名以上の
塾生がまとまって同じ時間に登校している日も何日かあ
る。しかし、そうでない日もある。 
このような登校実態は、予め塾が作っていた時間割通り
の授業に全ての塾生が参加する形で行われていた訳では
ないことを示している。それぞれの都合に合わせて自由に
登校していたようであるロ先生の出勤時間も固定していな
い。今日の学校をイメージすると相当に異なる実態がある
ので、注意を要することが分かる。 
本資料を基にした詳しい考察は別稿（本誌に来年掲載予
定）に譲る。以下、表の読み方に関する凡例を示した上で、 
資料そのものを掲出する。 
2、凡例（表4-6共通） 
・「日付」と「備考」、「先生の存在」の欄については、前
号掲載C)「資料（そQ)1）」所収ci)「表1」中C)同一情
報をそのまま転載したものである。それらに関する注記 
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も「表1] の凡例を参照のこと。 
・「表4」で、人物に付した番号は人数を数える便宜のた
めに付けたものである。「表3j で付した番号の続きに
なっているので注意されたし。複数の呼び名がある場合
には、最多使用例の箇所に付けた。括弧付きの番号は、 
「表3」と同じく、疑義が残ることを意味する。 
・0は史料「四」（以下、史料の番号とそれが意味するも
のについては「責料（その1)」の凡例を参照のこと） 
からの情報で、特に注記がない限り、当該日の当番か出
席者名を記す箇所に名前があり、出席者と判断した者を
指す。 
・★は史料「二」、●は史料「三」、◆は史料「五」からの
情報であることを示す。 
・ロは史料の記載通りで、判読できない文字を示す。 
「古」はすべて「より」に直した。「廿」は「二十」に直
した場合がある。 
・塾生の年齢は史料では漢数字表記であるが、アラビア数
字に直した。 
・史料にはない「、」を付したり、適宜文字を略したり、 
追加したり、また「同」に当たる内容を記すなどして、 
内容を変更しない範囲で読み易くした部分がある。 
・【 】は小栗による補足または注記であることを示す。 
枠に収まらない情報は適宜「ふきだし」を用いて示した。 
「ふきだし」で隠れている所には何も情報が無いことを
確認した上で置いている。 
・「天」「地」「人」の文字は、何らかの成績結果の記録で
あると推測している。その根拠等は次号別稿に記す。 
・日付部分に【中略】とある部分は、その間は何も情報が
なく、省略している期間であることを示す。 
・「表4J の末尾に史料別の登場回数を集計した値を示し
た。例えば、一番上にあたる「勝次郎」では、【0の数
合計】に 143」とあるが、これは、0＝史料「四」から
分かる「勝次郎」の出席記録回数が 43 回あることを示
す。 他の史料（★、’、◆…対応する史料は上記参照） 
では「勝次郎」に関する記載情報はゼロであったので、 
当該欄には「0」と記してある。 
・「表4] の末尾には、史料「四」の末尾に記されている
個人別出席総数（度数）の値を転記した。今回、小栗が
集計して独自に出した出席総数(0印の部分の合計数＝ 
上記参照）と、これがほぼ合致することを確認できる。 
・「表4]「表5] の roの数」の合計結果が「0（ゼロ）」 
の場合は、史料にもともと当該日の記録がないために、 
そのようになっている場合も含まれる。例えば 10 月6 
日は備考欄に [0六日欠」と記したが、これは出欠記録
である史料「四」 (=0印の意味）に、その日の記録が
欠けている旨が記されていることを意味する。そのため、 
このような日も合計値をゼロとしたが、記録がないだけ
で出席者がいなかったことを確認できている訳ではな
いことに注意されたしu 
・以下は「表6 」のみに関する注意である。 
・時間の情報がある日のみを記しているので、日付
が連続していない点に注意されたし。時間の表示
は史料では「字」だが「時」に直した。 
・記号がないものは全て史料「四」からの情報であ
る。名前に★があるものは史料「ニ」によること
を示す。名前に▽があるものは、史料に「八宇」 
としかなく、午前 8 時か午後 8 時を区別できない
ために両方に載せたことを示す。 
・ロで名を囲ったものは先生を示す。 
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表4 用行義塾塾生の出席状況及び日蹴情報の一覧～普通の塾生② 
朔目 2 日 3日 4 日 5 日 6日 7 目 8 日 9 日 1，日 I'日 12 目 13 目 l4 日 15 日 16 目 l7 目 18 目 'U 日 20 日 
備考 ★体日 ★体日 ☆休日 ★抹日 女休日 
＊先生の存在 
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'1B 12日 13 日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 2］日 22日 23日 24日 25日 2．日 21日 28日 2I,日 
備考 
0*  日天 ●寿天 ‘寿天， 雨二ロ 
0体日 0抹日 0律日 0体日 0二＋六日欠 
＊先生の存在 
1妻11りI 
x 岡田 岡田 x x × 岡田 岡田 岡田 岡田 x 高田 岡田 岡田 高田 × 岡田 簡田 岡田I 昭I 
にの， ，、岡田‘ よ諦在かI 
l 贈欧郎【1．才1 0 0 0 C C 0 0 0人 0 0 
嚇二郎 0 0 0 
弥楚吉 I8才1 
lI、十吉 0 0 0 0 C 0 0 0 0 0 0 0 0増 
A拾吉 
入吉〔＋脱カ〕 
松庭J、十吉 
I常吉【9 才I 
‘常作 '0 0 C 0 o 0 C 0 
；常平 C 0 0 0 0 0 0 0 "0 0 0 
田代常平［袋井1 
国平 
’竹次郎 19 才】 
武二郎 
112 才、吉
門枠】 0 C C 0 0 0 0 0 0 0 0 0 C 
平七 
】武吉 0 0人 
竹古 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
三吉Ii人のとき口
こちらに0をしたl 0 C 0 0 0 C 0 0 0 0 0 0 
三吉【2人目？1 
I 三平 	 霊＝ 
山本三平言品 
五平 
，章三 0 0 0 C C 0 0 0 0 0 0 0 0 
小藤 
i 亀吉 
’喜太郎 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
嫌田喜太郎 
［抜井1 
I利違 リスイ 0 
失倉利遂l川井
春眼塾 三倉村1 
国太嘩 0 C 0' 0 0 0 0 0 0地 0 0 0 C 
推田国太郎 
I袋井村】 
邦志郎 
博太郎 0 0 0 0 
河合徳太郎 
~ 「 
~ ~ 
村松弁二郎 ~ [ 
阿部かい 
阿部五六郎 
三諦いモ 
政平 
ちを 
茂平 
0の致 o 11 8 0 ロ 0 to 9 11 l0 0 9 9 9 0 Jo 10" lo 
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9 月（旧 
晦日 
01M血し」 
1日 
★朔目 
2日 3日 4日 5日 6日 
0六日
欠 
7日 	 ~日β 	 ~ 	 9目 
I7 日は岡田体綱不良l 
0九日欠 
1O日 11日 
0体日 
12日 ュ 3日 14日 15日 16日 
0休感
之事 
17日 I8日 
舶考 
半先生の存在 
I豊1よ51 
‘「先生なし」 x 高田【耳罵司 x x x × 岡田 	 岡田 	 >< × × 岡田 岡田 岡田‘．.1 × × 'C 'C 
' にの間、岡田は1 帝在か】 
膚状郎【lO 才1 0 0 0 0 C 0 0 0 
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八枯吉 C 0 
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I 常吉【●才1 o 
l 常作 0 0 0 0 C o 
‘常平 0 0 0 0袋 0 0 0 0 0 0 
田代常平【袋井】 ・．し一ー 、 ”欧侃1神、撃血-r
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丑二. 
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’竹次郎 (1才l 1常平 
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こちらに0をした1 0 C 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
三吉(2人日？1 
三平 貫＝ 
山本三平 言品 
五平 
章三 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
小蔵 0 
亀吉 
喜太郎 0 0 0 0人 0 0 0 0 0 
雑田喜太郎 
［袋井l S 、； さ」．譜 ！押料 帝芥＋『 
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10月（旧暦 
19日 20目 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 鵬B 2日 3日 4日 5日 6日 7日 
備考 O休日 0廿六日欠 0六日欠 
＊先生の存在 
【表1よりI 
x 脚1主る、姉月 x x 'x x 田府田I昌庵I ■府出I豊」こ棄1 x x x ｛叫田子鼻」 × x 国府田［帰宅1 x x 岡田 
Iこの間、国 府田オ増 ，在した'I 『龍性も」 ピロでは, い、1 ・― 一【この簡1 国1 守田が需 在の可鵬性」 らゼロで‘ よたい1一一 
応孟o才1 0 0 0 0 0 
嚇ニ郎 0 0 0 0 0 
弥楚吉［呂才】 
入＋吉 0 0 0 0 0 C C 0 0 0 0 
A拾吉 0 
A吉（十脱カ〕 0 (+ カ〕 
松庭J、＋吉 ●東精、 金壱分 
常吉 '9 才1 
常作 0 0 ' '0 0 0 0 0 0 0 
常平 0 O人 0 0 0 C 0 0 0 0 0 
田代常平｛袋井】 
国平 
竹次郎［9 才】 
武ニ郎 
平吉［12 才1吉
右衛門枠】 0 0王 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
平七 0 
武吉 
竹吉 0 0 0 0 0 0 0 0 0 C 0 C 
三吉11人のときは
こちらに0をしたI 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
三吉(2人目？】 0 
評  
【特別 
の塾生】  
0
塾 0 0 0下 0当直 峠 」
一 
平 
 ．東惰、 
金壱分 
五平 
章三 0 0増 0 0 0 C 0地 0 0 0 0 一 0 0 
小簾 
亀吉 
喜太郎 C 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
嫌田喜太郎 
【費井1 
利遂 リスイ 
豊倉利遂I川井
春展塾三倉村I 
国太郎 C 0 0 0 0 0 0 C 0 一 0 0 0 0 0 
植田国太郎 
［袋井村1 
邦太郎 
博太郎 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
河合徳太郎 
松吉 
庸森真ニ ．東精、 金壱分 
村松弁ニ郎 ’東精、 金壱分 
阿部かい ’東帯、 金壱分 
阿部五大郎 ’東精、 金壱分 
三浦いモ 
載平 
ちを 
茂平 
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11月（旧暦 ) 
"" ’耳三11' i. ■’】I言． "1. 辱li・ l11・ lill・ ijI IU・ l111・ li】1・ 曜りI■ ~'11‘■ "i. '" "11. ~li,1．~1111~ 
備考 
- - ~ ~ . ~ ~ ~ - - ~ - ~ - .~ ~ 
O＋五目、＋六日欠 
半先生の存‘: 
1書1上り 
x x 国府田 
I帰宅」 " x x x x x × x I刑 岡田 ［帰宅1 
~ 
国府田 
~ 
x 
~ 
" 
~ 
x 
~ 
国府田若」 
- 
国府田‘掛川
へ、タ方学校へI 
-一， ~ → ~ ~ ~~ ~ ~ ~ ~~ ~ ~ 
島次郎 110 才】 - - - - 0 0 N " N ~■ N N ~ o 0 C - N ~ ~ 
勝ニ郎 0 
- 
0 
- - - 
0天 
- 
0 0 
~ ~ - ~ - ~ ~ ~  
弥楚吉 18才】 
- ~ ~ ~ - - ~ ~ - - .~ - - - - ~ ~ ~ 
A十古 ID 
~ ~ 
0 0 0 C) C) 0 0 0 0 
.
0 0 0 0 ~  
八拾吉 
~ ~ ~ ~ ~ - ~ ~ - - ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ -
A吉（＋脱カ） 
- ~ ~ ~ ~ - .- ~ - ~ - - - - ~ - ~ ~ 
松庭J、十吉 
~ - ~ - .- ~ - .- ~ ~ - - ..~ ~  
常吉 19 才】 
- ..- - - ~ - - - - - - - - ~ - ~ ~ 
常作 0 
- ~ 
0 
- .~ 
0 0 
- 
0 
.
0 n .~ ~ ~  
常平 0 N 0 - C 0 0 幽 - 0 0 - C下 - 0 N n ~ ~ 
田代常平【袋井I 
- ~ - - - - - - - - - - - - - ~ ~ ~  
国平 
- ~ - " ~ - - - ~ - ~ - - - - ~ ~ ~ ~ 
竹汰郎【9 才1 ~ ~ ~ . , ~ 
- - .~ ~ - - - - ~ ~ ~  
武＝郎 U ．戟授料、＋ー月 料三」では「＋一月」とあるだけで日‘ 金武朱、十月‘ k[. ~ ~ ~ - - ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 
平吉［12 才、ご
右衛門枠1 
I 
いため恒宜上I
平はここで1 
日‘D 
回だけ登塀するが．前1 
所に置いた．ま 競I 
N
田 0 U 0 - U - - - - ~ ~ 
平七 
. 
授料納入者で「常平」の十月分が’ 
で，I常平」の間違‘の可龍性もあり令 筒】I 
--  
!- 
 
- 
 
- 
 
-
 
.-
 
.-
 
-
 
-
 
-
 
-
 ~ 
 
 武吉 ~ ~ ~ ~ ~ ~
竹吉 0 
- - ~ 
ID 
~ - ~ 
0 
~ 
C C 0 
.
0 0 C ~ ~ 
三吉Il人のとき‘ 
こちらに0をした】 0 - N N N 0 N 聖 U N 0 0 0 U 0 0 0 ~ ~ 
三吉12人目？I 
~ - ~ - - ~ ~ - - - - ~ - - - ~   
~ 鴎 ~ - ~ - - - - ~ - - - ~ .~ - ~ ~ ~ ~ 
山本三平 圏 ~ - - - ~ - - ~ - - ~ ~ ~ - - - - ~  
五平 
~ ~ ~ ~ ~ - - ~ - - - ~ - - - - - ~ ~ 
章三 0 
~ 
0 
- ~ 
0 C) 0 0 0地 
~ 
0 C 
~ ~ 
0 ~  
小厳 
- ~ ~ - ~ - ~ - ~ - ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 
亀古 
~ ~ ~ - ~ - ~ - - - ~ - - - ~ ~ ~ ~  
喜太郎 
- ~ ~ - - - ~ 
0 
~ 
0 
~ - - - .
0 0 ~ ~ 
職田喜太郎 
【袋井I N U U U U U U U U U U U U U U き U ~ ~ 
利遂 リスイ 
- - - - - - - - - - ~ ~ ~ ~ ~ 
~ 
料、金弐 
-
朱，十月分 I ~ 塾倉利遂【」「」・L 
専暇塾 三倉村1 U U U U U U U U U U U U N ~ U U ~ ~ ~ 
国太郎 0 0 0 C) 11 a 0地 細 - a 0 0 N - 0 0 0 ~ ~ 
植田国太郎 
［技井村1 U U U ．’ U U U U U N U U U U U U U ~ ~ 
~ 
- 
I
I Um 
U 
- ~ 
~
- ~ - - ~ - - - -   
博太郎 C 
‘．朱は日日  
ー一史4
，一で  
，十ーとたり  
- 
0 
~ - 
0 0 0 
~ - 
0 0 0 ~ ~ 
河脅徳太郎 
- 
金幻(41 
月叫る但1  
島『海相 分月”   
,  
- ~ ~ - .~ ~ ~ - - - ~ ~  
松吉 
. 
コ
- ~ ~ ~ - - ~ ~ - - - - ~ ~ 
鵬森真二 
- - ~ ~ - - - ~ - - ~ - - - - ~ ~  
村松弁ニ郎 
. - ~ ~ .- - ~ - - - ~ - - ~ - ~ ~ ~ 
阿部かい 
- ~ .~ ...~ .....~ ~  
阿部五六郎 
. ~ ~ . . . . . n . . .    ~ ~ 
~ 
~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ..~ .~ ~ 
欧平 
.~ ~ ~ . .~ ...~ .. ~ . . . ~  
~ ~ ~ . ~ ~ .!  ~ ~  ~.~ . . ~ ~ 
茂平 
.. . ..~ ~ .. . . ~ .~ ~  
ぐド J 加 9 .= ~ .. ~ ●1~ ●~ 'I. 6 	 I ~ ●I~ ~ ~i ~~ ~ ~ ．~  ~ 
（て 
(34
3! 
4! 
42 
43 
4
4 
4 
44 
4 
I中略】 I月2日 ーl中略Ii月15日「中略113月分」且中略13月 1  '4日 
／ノー 
［袋井からの塾生は隣ら
来た と、う意味であろう1 
B 
．軟授科、金弐朱、三月分 I史料「三」では 
「三月分」とあるだけで日にちがな叫 l 
．教性料、金叱朱．三月分［同上．なお、「三
月分」として常平の分が何散か2回記されてい
る．理由は不明．駒吉のケーユと同じ．1 
多多 S 
え授料罵嘉 
／甘1J轟‘，ラJi 分」とあるだけで 
！ 一 
/ 
/ 
ノー 
、 
/ ノ 
24 常作 
25 常平 
田代常平I袋井】 
(24) II 
27 竹次郎 I9才】 
28 
(29) 
30 
3I 
武ニ郎 
平吉 111 才，吉
右術門枠】 
平七
武吉
竹吉 
三吉【1人のときロ
こちらi:i0をt た1 
0 
0 
(32）三吉【2人目？】 
33 三平 
山本三平 
(34〕五単 
35 章三 
生】 
町・~ 
釧 
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I注：明治‘年 1月は2$ 日まで、12月は曾日までで、ここまでが旧暦。翌日（旧睡の 12月 :1日に相当）から新暦の明語 4 午 1月 1日に移行した.1 
17日 lB日 '9日 
r 	 倫考 
＊先生の存在 
I表 1Jり】 
x x x 
にの岡、国府田が滞在し
た可驚性もゼロではない’ 
21 府次郎 110 才】 0 	 0 	 0 
鵬二郎 
弥楚吉 19才l 
22 A＋吉 0 	 0 	 0 
A捨吉 
八吉（十脱カ） 
栓磨八＋吉 
23 常吉 19 才】 
0 
にの．、叫府田が滞在Lた司曲性、せロで仕
ない1 
0 0 
0 0 0人 
0 0 
0 
グ 
．教提料、金弐朱．ニ月分［史料「三」 
は「同十四」とある．「同」は「三月分」の 	 S 
と．＋四は日付と推測して、ここに匿い」 
が、この椎謝が岡違っていれば，別の日I 
ちかもL1立‘、】 
Z L料金ララり 
ノ／一  朱、十ー月分 
4 
0 
0 
0 
。 。 
20日 	 21日 	 22日 2a日 24日 25日 26日 
国府‘ x 	 国府田 ‘
！掛川司 
岡田 岡田 
‘掛川.00.j へl 
x × 国府田 
I掛川へ】 
。 。 
0 0 0 
	
0 0 0地 
0 0 0 
	
0 0 
0 0 0 
	
0 0 0 
／ンソ「／
ン
ン／
/
/ 
ンノ 	 ／ノ / 
 
Z
	4欝W4. *0 z.Ij7F ／一 だけで日にらが壮、、 I 
小環 
/
/ 
/
/ 7 
亀古 7 ／ノ 7 
喜太郎 0 0 0 0 0 7 ’敵授料、血ニ朱、十ー月分 7 I 7 
嫌田喜太郎 
［技井】 / / / 
利遂 リスイ ノノ /' 
／ノ 
黄倉利遂【川井
春曜塾 三倉村】 
●敏橿料、金弐朱、三月分一I史料「三」では「三月分」， 
とあるだけで日にらかrj'0 
国太郎 0 0 0 0 7 ’．敦授料、金二朱、十一月分 7 7 
植田国太郎 
I袋井村】 7 7 ノ／ノ二 
36 
37 
38 
39 
. 
ソ 
40 
邦太郎 
博太郎 
河合徳太郎 
0 0 0 0 
7  ‘教授料、金壱分、一、ニトニケ月分 は料「三」では「三月分」とあるだけで日にち
がたし、 I 
●教授料、金弐朱、三月分【同上．】 
,，・ 
／ 」金一朱 ／ 」 	 ， ー 
"讐晋 /i /1  
/ JB$ . / / 
7,.0'_ 乙 イ 
41 松吉 
42 鵬森喜ニ 
43 村牡弁ニ郎 
44 阿部かい 
45 阿部五六郎 
	 7  
46 三浦いモ 
47 政平 
48 ちを 
49 茂平 
0の敵 6 8 9 9 o 6 8 8 
/  ’東惰、 金  
ンノ 	F 	
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［史料「四」末尾に記さ
れた名前と産義I 
。合 の計 数
l 
 
Itの数
合計I 
【’の歌
合計】 
I’の鰍
合計1 
備考 
＊先生の存在 
1*1よ91 
一一~一 一一一一 一ーー」ーー 
一ーーー一ー ーーーー 一一ーー 一ーーーー 
二ー~ー ノ1 ー~二一~ ンーーーー 二ー~ー 一ーーーー 
．欧郎［ lO 才1 島遭郎 15 4S 一 
98 一 トか 
r 10 
 0 0 
誘二郎 0  0 
い‘ 
 
o 
】 
弥楚古［8才1 
' 
1 	 - 
If
95 
 
、
し
‘ー 
 
0 0 
')、十吉 A十吉 95 90 , 1 0 
A拾吉 3 0 0 
0
一  
A古（十脱カ〕 1 , 0 0 	 " 
松庇J、＋吉 O 	 一 0 1 
い． 
 0 
l 常吉 19 才1 4 0 0 
~常作 常作 
【
開  6ュ り 0 0 
I 常平 常平 64 '3 , 4 0 
田代常平【費井l 0 0 2 0 
国平 0 0 I 0 
竹次郎［9 才l 2 0 0 0 
武ニ郎 1 U 0 0 
平吉 112 才、吉
右衛門枠1 平吉 65 62 0 1 0 
平七 2 0 0 0 
l 武古 武吉 85 8 ー 
75 一 ト 1185 0 0 0 竹吉 0 0 o 
三吉Il人のときU 
こちらに0をした】 
三吉 82 日1 o 0 0 
三吉12人目？} 1 0 o o 
l 三平 
一の塾生】 
 
二特
別 
 
8 z 0 0 
山本三平 
' 
0 0 l 0 
’工平 1 0 o o 
章三 章三 田 日8 ~ L 計 「 	 89 
0 0 o 
小蔵 1 	 - o 0 U 
亀吉 1 o 0 0 
喜太郎 喜太郎 5o 52 o 4 0 
鎌田喜太郎 
l袋井】 0 0 2 0 
利遊 りスイ 3 o I 0 
美倉利遂［川井
春曜塾 三倉村】 0 0 1 0 
国太郎 
， 
国太郎 
一 
73 75 , 
If.76  
ート  
0 5 0 
植田国太郎 
【袋井村】 
1 
」 
0 2 0 
邦太郎 】 I 	 -J o U 0 
博太郎 41 0 U り 
河合徳太郎 0 o l o 
松吉 l o a 0 
鷹森真ニ 0 o l ロ 
村壮弁二郎 0 o l o 
阿郎かい o 0 l o 
阿部五六郎 0 U 1 o 
三浦いそ 
' 
0 l o 
政 平 
 
0 0 l り 
ち を 
 
0 0 1 o 
茂
o 0 1 0 
O口）数 
Vol23,20 15 
表 5 用行義塾塾生の出席状況集計 
明治 5年 7月（旧暦） 
朔日 2 日 3日 ‘目 5 日 6 日 1日 8 日 9 日 1，日 」1日 12 日 13日 14 目 15 目 l6 日 ll日 I8 日 19日 2O 日 
~ 
柳考 ‘休日 青弗日 ★体日 ★体日 ☆休日 
半先生 
［表1より】 
岡田 岡田 高田 岡田 岡田 高田 x 岡田 岡田 x 高田 高田 x x x x 岡田 × 高田‘ 岡団 
Oc；●数 
「表2」より 2 2 1 1 1 1 0 1 1 0 1 1 0 0 1 1 1 0 I 1 
「表8」より 3 4 3 3 3 2 o 4 3 o 4 2 I 1 o 0 3 0 I 2 
「書4」より 0 0 o 0 0 0 0 0 0 0 a o 0 0 o 0 0 o o 0 
合計 5 6 4 4 4 3 0 5 4 0 5 3 I 1 1 4 0 2 3 
8月 自日 
21日 22日 23日 24日 25日 26旦 27月 28日 29日 嘩日 朔日 2 日 3日 4 日 5 日 6 日 1日 8日 9 日 ,O目 
歯考 
0. 休青 棄天 
●碑天 ◆青天 ◆青天 ◆青天 ●青天 ◆青天 ◆膏天 ◆雨天 ‘雨天 
＊先生 
I書1より1 
岡田 畠田‘ x x 高田‘ x 岡田 岡田 高田 岡田 x x x x x 
一 × 
岡田 岡田’ 岡田 岡田 
0の数 
I書2Jより 1 2 2 2 2 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
「妻3」より 12 11 10 6 11 11 11 I3 13 9 0 13 13 is 14 0 13 14 16 15 
「妻‘」より 5 5 3 0 3 5 7 7 6 7 0 6 7 7 4 0 5 10 9 11 
合計 18 18 15 8 16 20 I8 20 19 16 'o 19 20 20 18 0 18 24 25 26 
『 u日 12日 13 日 14日 15日 16日 17日 18日 I9日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 
龍考 O体日
◆雨玉 
◆青天 ◆青天タ
雨＝口 
0体日 0休目 0休日 0休日 0ニ＋ 六日欠 
宰先生 
1害1よりI 
× 岡田 岡田 x × x 岡田 岡田 岡田 岡田 x 高田 岡田 岡田 高田 x 岡田 岡田 岡田【．宅」 
Iニの， 、岡田I】 土補在か】 
Oの数 
「表2Jより 0 0 】 0 o 0 1 0 0 0 0 0 0 o 1 0 o 0 l 
「表3」より 0 1o 10 0 o 0 15 13 15 14 0 15 16 15 14 o l3 l5 15 
I畳4Jより 0 11 8 0 o 0 10 9 n 10 o 9 9 9 11 0 10 10 1o 
脅引 0 21 19 0 o 0 26 22 26 2」 0 24 25 塾 26 o 21 25 2石 
I9日 20日 	 ~ ~ 21日 22日 23日 24日 25日 26日 21日 28日 29β 朔日 2日 3日 ．日 5日 ‘日 7n 
首考 
~ 
~ o休日 0廿六日欠 O六日欠 
峨帥 生却
 
x 陣1去る、●回 
~ × x × x ■府田I*宅I ■府田はに鳥I × ×一 
. 	 . 
x （国府田子，〕 x × ー  国府田【帰宅I x x 岡田 
Iこの間、’ I府田が 滞在しt と可能性 もゼロで Iはない1 ト ・―【こり ，ゼロで‘ 	 → → 聞、国確 I田が帯 庄の可龍性‘ 	 よ“い1 
0の勲 
「表21より 1 1 1 1 1 1 1 0 0 1 1 0 1 1 1 車2 0 0 
「者3」より 3 12 0 14 14 14 13 0 10 13 13 0 14 14 14 14 0 12 
「去4」より 2 1o 0 11 ii 10 11 0 7 10 9 0 10 11 '3 12 0 1o 
吾剛 6 23 1 "26 26 25 25 0 17 24 23 0 25 26 28 28 o 22 
8日 9日 10日 11日 12日 I3日 14日 15日 1BB 17日 I8日 19日 加日 21日 22日~ 23日 24日 25日 郎日 27日 
欄考 0十一
日欠 
Qにの直日は「当
要1とだElあ’、弔
は空自1 
＊先生 
1表iJ'I 
x 岡田、国府町帰宅 
晶 
 E8I 	 I x x 
岡田 岡田、（国
府田子鼻】 
自肝田［帰宅
しタ’再集】 x x x ，留 国府田 x l 
~ × 
x 
（国府田子
血帰宅〕 x x 
I闘田は 1lかI [18日まで嵐府田1 “滞在のi 可富性もI 11411は田 I8IJ8'I 	 [II 3日以降、 国府田が 海在の可 網性も1 Iニ酬 国，晦日1 Eで国府旺 1が滞在し た可撫性も ゼけで‘出 ,EI 
0の靴 
「裏2Iより 0 o 0 o I 1 1 1 0 l 1 I 1 I 0 0 1 1 1 1 
［表3」より 12 14 12 0 12 9 8 10 6 9 6 6 0 3 7 6 8 7 3 6 
「表41より 6 10 9 0 9 10 to 10 2 9 6 7 o 2 7 5 9 9 4 8 
合計 I8 24 21 0 22 20 19 21 8 19 I3 14 1 6 14 18 17 8 15 
9月（旧暦〕 
7日 ~ 8日 	 9月 嘩日 18日 1日 2日 3日 4日 5日 6月 10日  1I日 12日 13日 14日 I5日 16日 IT日 
[7 日は岡田体馴不良】 
O九日欠 
0体慈
之事 呈六日 
憎考 αmし」 女湖日 0休日 
「先生なtj 高田‘崩N 岡田 岡田 × 
［ニの間、岡田は滞在か1 
岡田 岡田 x ＊先生 
［表l上川 
岡田l割引 x x x x x × × × 
。 。 。 0 
」 
0 
15 
o 
15 
。 
0 
。 。 0 
14 
1 
。 
1 
14 
1 8 1 
。 
1 
13 
1 
12 立 ニ 
A2 より 
I表3」より 
ロ 。 13 12 14 プ叩数 
o 10 9 8 8 B 1o 8 1o 9 7 9 7 l0 10 0 0 0 0 「妻4」より 
、 	 ~ 
24 24 、 25 o 25 22 21 24 24 22 音剖 23 0 0 23 16 23 加 1 I 
＊注】10月 5日の「表2Jの箇所は元々o 
が3・つあるが、うち Iつは金作についで 
「不来」と配されたもので’泌。来なかった
のであるから欠席と判断し「2」とした。 
17日 I8日 1g目 即日 21目 22日 23目 24日 25月 路月 I 
帯考 
~ 
，府田I 
‘署川へ lI 
＊先生 
I島iよ51 
× x x 国府田 
【長川へ】 
x 国府田 【  
岡” 田ト 
 
'C 
．国府田‘ ’柵在Lた 
［溜 	 士皐い1 ミもゼロで‘七 
Iニのm、■府田が挿在Lた
ないI 
戸I鶴性も, ど口で」 
1 
0の敏 
「表21より 0 0 0 0 0 0 0 0 	 ~ 
「表山より 9 8 8 8 0 7 7 S ~ P 1 
「表4」より 6 8 9 9 0 6 8 2 	 ~ 
~ ~ 
合畔 15 16 17 17 0 l3 15 
16  
~ ~ 
【11月 5 日は掃除
割当ての所だけに
しか名がないので 
0印を付さなかっ
た者が、「表2Jの
中に2Ab& I 
【ll月 10 日も掃除割当
ての所だけにしか名がな
いのでO印を付さなかっ
た者が、「表2Jの中に2 
人ある凸】 
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1-i月（旧暦） 
28日 29日 晦日 湖日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 8日 g日 1O日 11日 12日 12日 I4日 15日 16日 
柳考 
＊先生 
［喪1上り， 
x x 
r 	 i 
国府田 x x x x × x x 器h 謂 国府田 x 岡田 x 国府田「着」 国府田［掛川 ・、、タガ掌校へI 
Oの数 
「壷2」より 0 0 0 0 1 1 1 1 1 I '1 1 1 0 0 り ロ 0 0 
「表8」より 7 7 8 4 8 8 8 6 8 8 7 7 7 7 7 7 6 o 0 
「轟4」より 9 3 5 4 1 8 8 11 6 9 10 8 8 6 9 9 10 0 0 
合馴 I6 10 13 8 16 17 17 17 15 18 18 16 l6 13 16 1' 16 0 0 
（出席記録は11月 24 日までしかない） 
図 1‘用行義塾塾生の出席状況グラフ 
.(A) 
】i  一 」-A 	 、． 	 / 血 I 	 v'''' 	 q、‘’へ、 i N 	 . jc 
"v、八 I 、 
N 】、、、罵 
曹ミ I 膏「誉奮誉 I 喜，言言曇言誉胃誉曾曾 gg 曹 g 曇三苦苦曹  
（注〕ニの図は表57)合計植だけをグラフ化したものである．煩雑を避けるため合,I恒ゼロの日はプロットしなかった. 
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表6 用行義塾塾生の時問別出席状況 
7月朔日 2 日 4 日 5 日 ‘日 8 日 9日 11 日 12 日 17 日 19日 加日 
軸考’ 
＊先生の存在 
［妾1.より丁 
岡田 岡田 高田 岡田 岡田 高田 岡田 脚田 高田 高田 岡田 高田‘ 岡田 
午前 8時 v雌作郎 v直作1 マ 司高田網 マ英三郎 、血怖田棚 
晦同 
9 時 諦一郎 締―郎、 
英三郎 
10 時 善吉 善吉、盤吉 善古、愛吉 善吉、四 
11 時 英三郎 
12 時 善吉、量吉 馨吉、諦ー 
郎、師面 
響吉，畳吉 
I時 
2時 栄三郎 
3時 
料田瑚 編可l匿 ，旦劃 歯作世ニ 4時 
4時半 聞夕 
5時 栄三郎、曲
作郎 
*価劃 善吉 善吉、駒吉 英三郎 
6 時 ☆桐田面 曲作 善吉、愛吉、 
 
	
郎 苗 
★圃』唾l、 
曲作 . 諦―
郎 
諦一郎、駒
吉、暦，  
英三郎、舗
作、駒吉、 
★岡 接L 
英三郎、議
作囲回 
三 郎 謹 英作 
岡田回 
購ー明 
6時 20 分 
6時 3｛〕分 
7時 
郎 新 英太 三
郎 
 v 謹作、、7 
国回 ▽価 糊 
一 一 
 
英作
歯作 声作 
マ英三郎 
三 郎 .  英作 
マ血“田用 
午後 8時 v瞳作郎 
21日 認月 23 月 24 日 2S 日 26 日 8月23日 29日 10月7H 9日 II 月 22 日 
備考 
＊先生の存在 
I挫1より1 
岡田 高田‘ x × 高田‘ x 岡田 岡田I*宅1 岡田 
, 
岡田、国府田師宅 国府団 
午前 8時 ワ紋次郎 v英三郎， 
v岡田網 
9 時 申田先旧  
10 時 ． 州 
11 時 ☆畑出先封 ☆細府田晃 
回 
12 時 
1時 
2時 
3時 
4時 
4 時半 
5時 
6時 畳吉、長七，社
次、菊次、二平、 
訴次、いっ．う
た，はる．庄次
郎、源平、嚇改
郎、弥楚吉、常
吉、竹次郎 
壇作、瀬平，菊
次郎、畳吉、長
七、うた、はる．い
っ、紋次郎、ニ
平、浜次郎 
整吉、長七、菊
敏郎、ニ平、瀬
平、庄次郎．A 
十吉，浜欧郎、 
常作、宇多 
盟作、謝多、認三
郎、措重、愛吉．長
七、八十吉、庄次
郎、較次郎、瀬平、 
菊賓郎、常作、は
る,いっ、うた、番次
郎、．次郎．武古、 
平吉、二平 
断 
 
6時 20 分 A十吉、庄次郎 
6 時 30 分 勝次郎、竹欧
郎、常作 
7時 壇作、英三郎、 
平吉、回囲 
鵠、猪重、匿 はる、平吉、雌
作，いっ、猪重 
浜次郎、是
七、社状郎、 
ニ平，いっ、う
た．緒＋，惨
作 
誼作、猪重、二
平、庄次郎、手次
郎、J、十吉、菊次
郎、長七、うた、量
吉、いっ、常作、 
瀬平、はる、平吉 
午後 8時 マ紋次郎 マ英三郎、 
、7綱田網 
以上 
